
１　学年・単元名　　第４学年　垂直・平行と四角形（図形領域）

２　単元目標

　直線の位置関係や四角形についての観察や構成などの学習を通して、直線の垂直や平行の関係、台形、平行四辺形、ひし形について理解し、図形についての見方や感覚を豊かにする。

３　単元の内容

　・直線の垂直、平行の概念
　・平行を活用してできる角の大きさの考察

　・台形、平行四辺形、ひし形の概念、性質

　・台形、平行四辺形、ひし形のかき方

　・いろいろな四角形の対角線の性質

４　本時の目標①
　「平行」の定義（１本の直線に垂直な２本の直線を平行という）について考え、平行な線をかくことができるようにする。

５　本時の展開①
	児童の活動
	指導上の留意点

太字：つまずきに対する手立て

	１　「垂直」の定義をふりかえる。

　

２　「平行」の定義を知る。

　・１本の直線に垂直な２本の直線は、平行であるといいます。
３　なぜ三角定規を使って平行な直線がひけるのかを考える。

　
　
４　ペアになり、自分の言葉で説明しながらノートに平行な直線を書く。　
５　まとめ

平行な直線は、ほかの直線と等しい角度で交わることを知る。
	・「直角」と「垂直」の違いをはっきりさせ、２直線の関係を表す言葉として「垂　直」を正しく使わせる。

・図で示しながら説明する。

・２本の直線が交わっていない場合も考　えさせる。

・教師が三角定規を用いた平行な直線の引き方を提示し、三角定規のどの辺が、定義のどの直線に対応しているのかを考えさせる。

・いろいろな方法を見つけさせる。

・三角定規を固定できにくい児童には、押さえる順番を支援する。（直線に合わせる方⇒固定する方⇒動かす方）

・いくつかの方法が出されるが自分の作　業のしやすい方法でひくことができれば　よいことにする。
・どの引き方も、１本の直線に対して同じ角度になっていることに気付かせる。


６　本時の目標②
　　「平行」「垂直」の２直線の位置関係を作図を通してとらえ直させる。

７　本時の展開②
	児童の活動
	指導上の留意点

太字：つまずきに対する手立て

	１　平行四辺形の性質をふりかえる。

　・向かいあった辺が平行

　・向かい合った辺の長さが等しい

　・向かい合った角の大きさが等しい

２　各自が発表した作図の方法が適切かどうかを考える。

　・２枚の三角定規を使って、向かい合う辺が平行になるようにしてかく
　　⇒向かい合った辺の長さや角の大きさを測って確かめる

　・コンパスを使って、向かい合う辺の長さを同じにしてかく。

　　⇒向かい合った角の大きさが等しいか、辺が平行かどうかを確かめる。

３　いろいろなやり方でノートにかいてみる。

４　平行四辺形のかき方をまとめる。

　・どのかき方も平行四辺形の性質を使っていた

　・向かい合う辺を平行にしたり、同じ　　　長さにしたりすれば、平行四辺形を　　　　かくことができる


	・忘れている児童には、教科書で再度確認　をさせる。

・「平行」な２直線のひきかたを思い出させる。

・書き方だけでなく、平行四辺形の性質と関連付けながら発表するようにする。

・導入で確認した平行四辺形の性質と照らし合わせながら、適切かどうかを考えるようにする。

・確認するために、どのような道具を使えばよいかもあわせて考えさせる。
　
・かいた平行四辺形が、３つの性質にあっているかどうか、ペアで確認させる。

・かく過程での一つ一つの操作について、　その根拠を明確にすることによって、か　き方を忘れても、自分でかき方を考え出　せるようにさせる。


児童に見られるつまずき


　垂直・平行と四角形の定義を結び付けることができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　「平行」の定義と関連付けながら作図の方法について考える活動を通して、「平行」な２直線の関係についての理解を深めさせる





指導事例集ｐ．６９





三角定規を使って、平行な直線をひく方法を考えましょう





参考：ノート、授業の様子①





平行四辺形のかき方を考え、自分のかき方を発表しよう





参考：授業の様子②








